[image: image1.png]Circle Cross Corporation



[image: image1.png]
                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年1月31日
MOTの修了ペーパー発表会は、日本や世界の課題を考える大討論会

                                   　　                                      　　
　MOTの集大成であるグラデュエーションペーパーの最終発表会が29日、30日の両日、9時過ぎから19時近くまで開催された。今回は、コロナ感染拡大であり、リアルはMOT教員のみで、発表する2年生、聴講する1年生、非常勤講師や本学上席特任教授、教育制度連携協議会委員はじめ、有識者など30名に及ぶ助言委員やゲストは、ZOOMでのオンライン参加となった。今回は、助言委員も多様性を拡大し、労働界や医学界からの参加もあった。
　2020年から、今回のようなハイブリッド方式、かつ、外部有識者を入れた方式を導入、これは、他のビジネススクール等では、あまり無いものである。中間発表会も含めれば、今回は4回目であり、かなり、運営も慣れてきた。一部、1､2名、学生側のインターネット環境が悪く(その場合は、申し出て、大学で用意すると通達)、音声が聞き取りにくい場合もあったが、回線ダウン等はなく、無事に終了した。
　参加者には、事前に、パワポ資料の他、5000字程度に要約した予稿(フルペーパーは5－10万字)を送付し、見てもらったうえで、発表は8分で12枚のスライドを説明、その後、副査や3名程度の助言委員が12分にわたり質疑を行うが、ほぼ密度の濃い議論ができたと思う。
　テーマは、イノベーションに関係するものが中心で、新規事業提案や、ビジネスモデルなどが多いが、金融改革、大学の在り方、地方創生など多岐にわたる。レベルも格差が大きい。
　ただ、いずれも、志のある社会人が、会社の現場で、悩み疑問に思いっている、まさに、日本企業等、あるいは日本社会、世界の資本主義等の問題点を解決したい、ということが発端であり、この場で、その問題点の指摘、その本質、さらには、解決方法の提案等を、各界の一流の専門家や有識者の前で発表し、複眼的な議論を共有したといえよう。
　その意味では、この発表会は、むしろ、日本や世界の課題を考える大パネル討論会であるともいえ、その意義は大きい。毎年のテーマや議論を俯瞰し、時系列でみると、課題の移り変わりも見えてくるだろう。
教授&アナリスト　若林秀樹
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